
前訴確定判決の既判力の生じる範囲を確定 

「判決主文に包含されるもの」（114条 1項） 

 

 

後訴の訴訟物との比較 

→前訴既判力によって確定された権利関係が後訴で再び争われることになるのか 

＝既判力の作用場面 

① 訴訟物が同一の場合 

② 訴訟物が先決関係にある場合 

③ 矛盾関係にある場合 

 

 

 

 

 

 

 

前訴の基準時前に存在していた事

実を主張して前訴基準時における

判断を争うことはできない 

＝既判力の遮断効（時的限界） 

既判力が作用する場面にあた

らない＝既判力は及ばない 

前訴基準時前の事実の主張

もできる 

既判力が作用する場面にあたる 

＝既判力が及ぶ 

 

 

紛争の蒸し返しでは？ 

判決理由中の判断にも何らかの拘束

力を生じさせる必要があるのではな

いか？（紛争解決実効性の確保） 

 

① 争点効→前訴で主要な争点として争い、かつ、

裁判所がこれを審理して下したその争点につい

ての判断に生じる通用力（拘束力） 

 

② 既判力に準ずる効力 

→既判力が及ぶのと同じ効果 

 

③ 信義則 

→具体的事例ごとに個別に生じる拘束力（信義

則の個別適用） 

Q.基準時後の形成権の行使 

→基準時後の新事由か？ 


